
第１回総合計画審議会の対話内容について

朝来市の良さ・強み

自立力

市民力地域力

ソフト ハード

・豊かさ、幸せの実感

・楽しい、おもしろい、笑顔、ごきげん
・帰ってきたい、住み続けたい

将来像のキーワード

・アクションにつながる多様な学び
・多様な生き方・働き方
・一人一人がつながり合い支え合う地域
・新たなことにチャレンジしやすい地域コミュニティ
・個性を活かした活動・仕事
・地域内の経済循環
・自然環境を活かした農業
・自然・歴史・文化を活かした観光

これからのまちづくりで大切にしたいこと

これからの課題

自然豊かでほどよく便利
・自然（農地、山林、生き物）
・歴史文化 ・観光資源
・ネット環境
・道路（交通網、整備） など

・地域力は高いが世代交代が進まず、新しいことが生まれにくい
・移住者は増えているが、交流が少ない
・自然が豊かだが、受け継ぐ次世代が少ない
・ひと・自然・農業等のポテンシャルはあるが、伝える力が弱く活
かしきれていない
・市外への交通アクセスは良いが市内の移動が不便 など

・誰もが居場所・役割があり、活躍できる

・個を活かす・伸ばす（学び・スキルアップできる）
・朝来市らしさ、シビックプライド

・自治力、地域力

・わたしの幸せからあなたの幸せ、まちの幸せへ
・次世代へつなぐ、子どもたちの未来

まちの動きや情報を
伝える・共有する

誇りを持つ

個性を認め合う・
活かし合う

助け合える

認め合える受け入れる

活かし合う

つながり

情報発信・共有 デジタル活用

多様で柔軟な創発

多様なつながり・
交流

世代間 人と人

地域間 市内と市外

人や地域のつながり、市民力の高さ
・地域力（地域コミュニティ、支え合い）
・福祉・子育て環境の充実 ・シビックプライド
・人柄（柔軟・オープン・あったかい）
・まちとの関わりがある若者・子ども など

対話の場・未来
を考える時間

共感

自治力

資料１


